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植物遊離アミノ酸についての研究 （第１報）

ユリ科植物中の環状イミノ酸
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植物抽出液中から遊離状態で， タンパク質構成アミノ酸の一つであるプロリンの他に， 環状イミ

ノ酸として， ピペコリン酸およびアゼチジン－２－カルボン酸が検出されることがある，

　

ピペコリン酸は，１９５２年Ｚａｃｈａｒｉｕｓら
１）がインゲン豆中にその存在を示して以来，各種の植物から

認められている， しかし， 一般のアミノ酸に適用される条件下では， ピペコリン酸のニンヒドリン

反応は， 炉紙や薄層のクロマトグラム上においては， 極めて発色時間が長くかかり， 水溶液の反応

では吸光係数が著しく低く， その存在が見落されがちである．

　

アゼチジン－２－カルボン酸は， １９５５年Ｆｏｗｄｅｎ
２に よりスズランから発見された， 同じ年に Ｖｉｒ

ｔａｎｅｎとＬｉｎｋｏ３）も， 分子量測定の誤りから正しい構造を与え得なかったが， アマドコロとスズラン

から同一物質を見出している．

　

ピペコリン酸もアゼチジン‐２‐カルボン酸もその発見にみるように， 前者はマメ科の後者はユリ

科の植物に， 異常な量蓄積されることがあり， 特に後者ではマメ科植物Ｄｅわ”桝にその存在が認め

られる４｝迄は， ユリ科植物の一部のものに特徴的なアミノ酸とされていた．

　

ＦｏｗｄｅｎとＳｔｅｗａｒｄ５）は， ユリ科を中心に８０種の植物（ユリ科４７属， ヒガンバナ科３属， リュウゼ

ツラン科６属， 計５６属） について， 当時新しく発見されたピペコリン酸， アゼチジン－２－カルボン

酸やグルタミン酸誘導体の存否を主として， 低分子窒素化合物の検討を行なっている． ユリ科植物

からは， 最近も葛西ら
６）が新アミノ酸， 新オリゴペプチドを見出している．

　

Ｆｏｗｄｅｎらが多数のユリ科植物を試料に試みようとした， 植物分類と特殊なアミノ酸との関連は

特に興味深く， われわれもユリ料３９属４９種， ヒガンバナ科（Ｆｏｗｄｅｎらのリュウゼツラン科も含む）

１２属１２種について， 主として葉を用い， 遊離アミノ酸分画の検討を行なった． その結果得られた一

般的特徴については別に報告するが， ここではその中で， アゼチジン－２－カルボン酸の存否を中心

に， 関連する１６属，１８種の植物について， その他のイミノ酸の存在， およびアゼチジン‐２－カルボ

ン酸に性質の類似した， ニンヒドリン反応陽性物質の存在にもふれて検討した結果を報告する，

試料植物および実験方法

　

１ 試料植物

処理し， アミノ酸分画について検討をした試料植物のうち， 結果的に環状イミノ酸， 特にアゼチ

ジン－２‐カルボン酸の存否に関連のある１８種を， 番号を附して第１表に示した， 採取場所の欄で自

生および庭としてある植物は， 岩見沢近辺で得たものである，

　

２

　

試薬

Ｌ－アゼチジン－２‐カルボン酸はＳｉｇｍａＣｈｅｍｉｃａＩＣｏの結晶を， ピペコリン酸は和光純薬の試薬

特級，およびトップクロップより分離抽出した結晶を，その他のアミノ酸はＣａｌｂｉｏｃｈｅｍのＡｇｒａｄｅ

のものを用いた．

　

３ 遊離アミノ酸分画の調製

植物試料 （約ｌｏｇ） を， ８～１０倍量の８０％エタノールとともに， ホモジナイザ÷で処理し，３，０００

（４２）
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第－表 試料植物

番号 植

　　

物

　　

名 属

　　　

名 採

　

取

　

場

　

所

Ｉ タマツルクサ Ｂｏｗｉｅａ 北教大・岩見沢・温室

２ ニフ ＡＩ１ｉｕｍ 野生

３ ツルボ Ｓｃｉｌｌａ 北大・植物園

４ アツノゞ キミガヨラン Ｙｕｃｃａ 北大・植物園・温室

５ トツクリラン Ｎｏｌｉｎａ 北大・植物園・温室

６ シロシマセンネンボク Ｃｏｒｄｙｌｉｎｅ 北大・植物園・温室

７ アイチアカ Ｄｒａｃａｅｎａ 北大・植物園・温室

８ フクリンチトセラン Ｓａｎｓｅｖｌｅｒｌａ 鉢植（北教大・岩見沢）

９ ユキザサ Ｓｍｉｌａｃｉｎａ 野生

１０ マイヅルソウ
Ｍ【ａｉａｎ
ｔｈｅｍｕｍ

野生

１１ オオアマドコロ Ｐｏｌｙｇｏｎａｔｕｍ 野生

１２ ヒメイズイ Ｐｏｌｙｇｏｎａｔｕｍ 野生

１３ スズラン Ｃｏｎｖａｌｌａｒｉａ 北大・植物園

１４ ドイツスズラン Ｃｏｎｖａｌｌａｒｉａ 個人宅・庭

１５ オモト Ｒｏｈｄｅａ 鉢植（個人）

１６ オキナヤブラン Ｌｉｒｉｏｐｅ 北大・植物園

１７ リュウゼツラン Ａｇａｖｅ 北大・植物園・温室

１８ ゲッカコウ Ｐｏｌｉａｎｔｈｅｓ 北教大・岩見沢・温室

北大は北海道大学の，北教大・岩見沢は北海道教育大学・岩見沢分校の略である。

ｒ，ｐ，ｍ，，１０分間遠心分離し，残遣は更に２回６０％エタノールを用いて同様処理した．３回の上清を合

わせ， イオン交換樹脂 ＡｍｂｅｒｌｉｔｅＣＧ‐１２０Ｔｙｐｅｌｌ（Ｈ＋） を通してアミノ酸を吸着させ， ５％アン

モニア水で溶出し， エバポレーターで濃縮し， 蒸留水で一定量にして遊離アミノ酸分画を調製し，
検討のための試料とした，

　

４

　

各分画成分の薄層クロマトグラフィーによる分離

　

ＭｅｒｃｋのＳｉｌｉｃａｇｅ１６０Ｇ を２０×２０ｃｍ２のプレートに厚さ０．２５ｍｍ に塗布し，１時間１１ｏ
ｏＣで活性化

して用いた． 最初にブタノールー酢酸－水（４：１：ｌｖ／ｖ／ｖ）で， 次にフェノール－水（５：ｌｗ／

ｗ） で二次元展開をした，

　

展開後乾燥させたプレートに，０．２％ニンヒドリンーブタノール溶液を噴霧し，各窒素成分を発色

させた．

　

アゼチジン－２－カルボン酸の同定， 加水分解物の検討には， 市販のプレート （Ｍｅｒｃｋ Ａｒｔ５７２１，
５５５３） も用いた，

　

５

　

加水分解

　

同一試料の約１０枚の薄層クロマトグラムから， 特定の部分を削り集め， ６Ｍ塩酸を加えて減圧下

に封管し，１１ｏ
ｏＣで加水分解を行なった，

（４３）
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実験結果

　

１

　

薄層クロマトグラフィーによる環状イミノ酸の分離と検出

薄層クロマトグラフィーでは，ペーパーを用いた場合に比べ，環状イミノ酸は γアミノ酪酸，バ

リン， 芳香族アミノ酸， アミドなどとは， プレート上で十分離れた位置に展開される． また， ニン

ヒドリン反応ではプロリンの黄色をはじめ， ピペコリン酸は青紫で， 著しい量の場合には中心部が

黄色， アゼチジン‐２－カルボン酸は赤～赤紫で， 顕著な場合は中心部が青紫の， いずれも特徴的な

色調を呈する．ただ，ピペコリン酸の発色には，ニンヒドリン反応の加熱時間をかなり必要とする，

　　

０・７

　

　　　　　

　　　 　　

ｏ．５

　　　　　

①

墓ＲＥ
．
；

　　

①

　　　　

ｌｏ

　　　　＼

　　

０２

０

　

０

　　　　

０．１

　　　

０２

　　　　

ｏ３

　

Ｒｆ

　

ｏ４

　　　　

０５

　　　　

０β

　　　　　　　　　

フェノール‐水（５：１，・ｖ／ｗ）÷÷÷ラ

図１

　

マイヅルソウ葉アミノ酸分画の薄層クロマトグラム

１

　

グリシン

　　　　　　　

２ アラニン

　　　　　　　

３

　

γマアミノ酪酸

４

　

バリン

　　　　　　　　　

５

　

ロイシン・インロイシン６

　

セリン

７

　

トレオニン

　　　　　　

８

　

アスパラギン酸

　　　

９ アスパラギン

１０

　

グルタミン酸

　　　　

１１ グルタミン

　　　　　

１２

　

リジン

１３

　

アルギニン

　　　　　

１４

　

ヒスチジン

　　　　　

１５ フェニルアラニン

１６

　

チロシン

　　　　　　

１７

　

トリプトファン １８

　

アゼチジン‐２‐カルボン酸

１９

　

プロリン

　　　　　　　

２０

　

ピペコリン酸

　　　　

２１ エタノールアミン

１および１１は未確認のニンヒドリン反応陽性物質

　

ｉｌ，１６は，このクロマトグラム上では検出されなかったが，位置を点線で示した。

第２表

　

おもなアミノ酸およびイミノ酸のＲｆ値

展開溶
＼
媒
＼＼＼
ア
＼
ミノ酸

アラニン バリン ロイシン グルタミン酸 プロリン ピペコリン酸
アゼチジン‐２‐

カルボン酸

ブタノールー酢酸－水 ．２６ ．４８ ．６０ ．２６ ．２０ ，２５ ．１６

フェノール－水 ．１８ ．３３ ，４５ ．０１ ．４９ ．５０ ．４５

つぼみのできる前の時期のマイヅルソウの葉について， 抽出液から得られたクロマトグラムを図

１に示した．イミノ酸とおもなアミノ酸の，平均的なクロマトグラムにおける位置を，Ｒｆで示すと

（４４）
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ユｒ

　

ミ

　　　

の県、 イミノ １５３

第２表のようになる，
環状イミノ酸の検出結果は第３表に示したが， 試料植物のうち， ４，１７，１８を除いたものでは，

いずれもプロリンとともにアゼチジン－２－カルボン酸の存在が認められた． フクリンチトセラン，
マイヅルソウ， オオアマドコロ， ヒメイズイ， スズラン， ドイツスズラン， オモト， オキナヤブラ

ンの８種からは著しく多量に， ユキザサからも多量にアゼチジン－２－カルボン酸が認められた， ピ

ペコリン酸はこれら９種のうちの，ユキザサ，ヒメイズイ，オキナヤブランを除いた６種およびゲッ
カコウで， 明確にその存在が認められた， なお， ピペコリン酸については， 表にあげた以外のユリ

科植物のコルチカムジャイアントには多量に， ムラサキクンシランには普通量， ヘメロカリスには

少量認められた，
第３表

　

葉中の環状イミノ酸およびニンヒドリン反応陽性物質１，１１

番号
植物

＼－イ＼
ミ
＼
ノ
＼
酸等

ピペコリン酸 プロリン
アゼチジン－２－

カルボン酸

ー １ ｉ ー
１１

Ｉ タマツルクサ ＋ 什 ＋

２ ニラｏ ＋ ＋

３ ツルボ ＋ ＋

４ アツノぐキミヨガラン 什
５ トツクリラン ＋ ＋

６ シロシマセンネンボク ＋ 廿
７ アイチアカ 什 ＋

８ フクリンチトセランｏ 什 什 冊 什 ＋

９ ユキザサ０ ＋ 冊
１０ マイヅルソウｏ ＋ ＋ 冊 ＋ ＋

１１ オオアマドコロｏ ＋ ＋ 冊 ＋ ＋

１２ ヒメイズイｏ ＋ 冊 ＋ ＋

１３ スズランｏ ＋ ＋ 冊 ＋ ＋

１４ ドイツスズランｏ ＋ 廿 冊 ＋ ＋

１５ オモト 什 冊 冊 ＋ ＋

１６ オキナヤブランｏ ＋ 冊 ＋ ＋

１７ リュウゼツラン ＋

１‐８ ゲッカコウ ＋ ＋

植物名の後のｏ印は，開花時期の葉を用いたことを示す，
＋÷什什の記号は，他のアミノ酸との比較的な量関係を示す．
十 微量

　　

廿 普通量

　　

針汁多量

　　

＋＋＋＋著しく多量

アゼチジン－２－カルボン酸の著しく多い８種の植物からのクロマトグラムでは， すべて図１にみ

るように， 下方に橋色の突出部分が認められ， また左上方部分も澄色を示した． これらをそれぞれ

ニンヒドリン反応陽性物質１および１１として， アゼチジン－２－カルボン酸とは別に， その検出結果

を第３表に加えた，

　

１および１１のクロマトグラム上の位置をＲｆで示すと，それぞれ一次方向に０．０８，０．２０，二次方向

に０，４５，０．３６であり， 多量のアゼチジン－２－カルボン酸の一部分のように認められる．

アゼチジン－２－カルボン酸の顕著に認められる３種の植物について， それらの各部分におけるイ

（４５）



１５４

　　　　　　　

渡部

　

俊夫・榊原

　

郁子・岡田恵美子・鶴田

　

幸三・伊藤佳代子・伊藤

　

英治

ミノ酸および１の分布を， 第４表にまとめて示した， これら物質の植物部分による分布の違いは
あ

まり大きくはない．
第４表

　

植物各部分中の環状イミノ酸および１

植物
（番号）

生育状態 部

　

分 ピペコリン酸 プロリン
アゼチジン－２‐

カルボン酸

Ｔ Ｉ ▲

フクリン

チトセラン

　

（８）

発

　　

芽 芽 ＋ 什 冊 汁

開

　　

花

根 ＋ Ｈ‐ 冊 廿
根

　　

茎 ＋ 汁 冊 什
茎 ＋ 廿 冊 什
葉 廿 什 冊 廿
花 ＋ 什 冊 什

分泌粘液 廿

マイヅルソウ

　

（１０）

発

　　

芽
根 Ｈ‐ 什 冊 ＋

葉 什 什 冊
つぼみの

できる前

根 冊 什 冊
葉

　　

柄 汁 ＋ 冊 ＋

葉 汁 廿 冊 ＋

オオアマ

ドコロ

（ｉｌ）

開

　　

花

根 ＋ ＋ 冊
根

　　

茎 ＋ ＋ 冊 ＋

茎 ＋ 廿 冊 什
葉 ＋ ＋ 冊 ＋

花 ＋ 什 冊
＋～＋＋＋十の記号は， 第３表と同じ．

　

２

　

ニンヒドリン反応後， 稀塩酸噴霧による環状イミノ酸の検出

　

薄層クロマトグラム上でアミノ酸のニンヒドリン呈色が， ２Ｍ塩酸の噴霧により槌色してしまう

ことは良く知られているが， ピペコリン酸は一般のアミノ酸と異なり， 青紫の色がそのまま保たれ

る．プロリンも槌色はしないが，黄色から赤色に変化する．ア
ゼチジン‐２－カルボン酸も槌色せず，

赤～赤紫から褐色に変わり， 多量の場合の中心部は青紫から黄色に変わる．

　

チトセラン抽出液についての薄層クロマトグラム上で，実施して得た呈色の変化を図２に示した，

ａはニンヒドリン反応による色調を，ｂは続いて２Ｍ塩酸を噴霧し変化してからの色調を示す．

　

この反応で， １は槌色・変色がみられなかった．１工もその部分の消失は認められないが， ア
ゼチ

ジン－２－カルボン酸との境界が不明瞭で， その色調の変化は十分観察できなかった．

　

３

　

紫外線照射によるアゼチジン－２‐カルボン酸および１，１１の検出

　

二次元展開して乾燥させた薄層プレートに， 紫外線 （２５３７Ａ） を照射すると， プロリン， ピペコ

リン酸とは異なり， アゼチジン－２－カルボン酸は蛍光を発する． また１および１１も同様に蛍光が認

められる． これらの蛍光部分は， ニンヒドリン発色部分と全く重なる．

　

このことから， アゼチジン－２－カルボン酸， １およびＩＤこっいては， ニンヒドリン反応など試薬

との反応によらずに， 紫外線照射だけで検出が可能であり， また蛍光部分からこれらの物質を抽
出

（４６）



ユリ科植物中の環状イミノ酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５５

Ｂｐ

　　　　　

ピペコリン酸

　　　　　　　　　　　　　

ＢＰ
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＼
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／
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ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏｒ

ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｂ

図２

　

環状イミノ酸および１の薄層クロマトグラム上における

　　

ａ

　

ニンヒドリン反応呈色

　　

ｂ 引き続き稀塩酸噴霧後の色調

記号：ＢＰ 青紫；Ｂｒ 褐色；ｏｒ横色；Ｒ 赤色：ＲＰ 赤紫；Ｙ 黄色

　　

（Ｒ～ＲＰ

　

赤色ないし赤紫に発色する）

することができる，

　

４

　

１および１１のアゼチジン－２－カルボン酸からの分離

一次方向に展開後乾燥し， また同一溶媒での展開を繰り返し， 二次方向にも同様２回の展開を行

なって得たクロマトグラム上では， １は完全にアゼチジン－２－カルボン酸から分離した．１１は図３

にみるように， 明瞭にアゼチジン－２－カルボン酸とは区別できたが， 分離は不十分であった．

（８：蓮 ◎そぎｒ
ｌｌ

プロリン

アギ烹；≧ （８：ｇ１

（８瀞

①（凝琶

十 魚十十 十十

　

回Ｎ

美
ー
纏滋ー

ミ
ー
＼

ト
ー－－

－－一一一フェノール一水で２回

　　　　　　　　　

ヲ

図３

　

各方向に２回ずつ展開後の薄層クロマトグラム上での

　　

環状イミノ酸および工，１１の相対的位置

各数字は｛三瀦 唖値

一次方向の溶媒， ブタノールー酢酸－水の混合比を２：１：１とした場合は， １回の展開でかな

り良く１がアゼチジン－２－カルボン酸から分離した．

　

５

　

１の加水分解

　

Ｆｏｗｄｅｎ７）が示したように，アゼチジン－２－カルボン酸は塩酸での加水分解で，環を開いて付加生

成物を生ずる，

（４７）



１５６

　　　　　　　

渡部

　

俊夫・榊原

　

郁子・岡田恵美子・鶴田

　

幸三・伊藤佳代子・伊藤

　

英治

　

アゼチジン－２－カルボン酸の６Ｍ塩酸による加水分解物を， 薄層クロマトグラフィーを用い検討

した結果を図４に示した． 赤紫のニンヒドリン反応呈色部分は， ホモセリンを加えての二次元展開

で全く重なった． 他に， ニンヒドリン反応直後にはそれぞれ黄色と樵色を示し， ともに時間の経過

で赤紫色に変わる二つのスポットが認められた．

Ｏ Ｙ一ＲＰ

０…

　　

ｏｏｒ冊

　

一一一－－－－－－

　

フェノール一水

図４

　

アゼチジン－２‐カルボン酸加水分解物の

　　

薄層クロマトグラム

記号は， 図２と同
・じであり， ニンヒドリン反応の

色調と，時間経過後の変色を示す，

ｏｏｒ→ＲＰ
○ α→ＲＰ

。 Ｙ一ＲＰ

○ＢＰ

一一一－－－－－－

　

フェノール一水

図５

　

ドイツスズラン１加水分解物の

　　

薄層クロマトグラム

　　

記号などは図４と同じ，

（４８）



ユリ科植物中の環状イミノ酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユ１

　

ご

　　　　

の衆、
、イミノ １５７

　

１をドイツスズランの薄層クロマトグラムから， 紫外線照射による蛍光を利用してシリカゲルと

ともに削りとり， 塩酸による加水分解を行ない， 炉過してシリカゲルを除き， 得た分解生成物を薄

層クロマトグラフィーで分離し， ニンヒドリンで発色させた結果を図５に示した， 試料の量が少な

く， 各スポットの検討はまだ十分ではないが， 図４よりやや低くみえる位置に赤紫のスポットと，
他に黄～樽色から時間の経過で赤紫に変わる四つのスポットがみられた， 機色の最も目立つスポッ
トともう一つは， フェノール一水での Ｒｆが大きい，

考

　　

察

　

Ｆｏｗｄｅｎらはその報告５｝の表の注および本文中で， 乃ばｃα， Ｃ僻め’′〆”８， Ｄｍｍβ””，Ｓα郡効卿海 の

４属については，以前からユリ科とは別に分類されていたＡｇ肋ｅなどとともにまとめられ，リュウ

ゼツラン科とされていること （Ｂａｉｌｅｙ，１９４９） に言及している． しかし， 彼らの表中での Ｚ“ｃｃ”な

ど４属のとり扱いは，人によりキジカクシ亜科とも分類されるスズラン，キジカクシなどの一群の，
すく前におく以前からの分類によって位置づけている．（スズランなどをキジカクシ亜科とする場
合， Ｚ“ｃｃαなどはリュウケツジュ亜科とされる， ここでは便宜的に， この呼び方を用いる）．

　

彼らはリュウケツジュ亜科の４属， ８種を含めた検討からこの亜科についてはＤｍｍβ””の４種

だけに，それぞれの葉にアゼチジン－２－カルボン酸の存在を認めている，その結果からＤｍｍβ””か

ら

　

乙鰯ｏｐｅまでを通し， それらの葉中にこのイミノ酸が多い点に， 積極的にではないが， 分類的な

意味をもたせようとしている． もちろんＡ座りｅにはこの存在を認めていない．

　

本報告でとりあげた植物中で番号４から８までの５属は，リュウケツジュ亜科に，１７，１８はＡｇｉα粥
とその近緑のＰＯＺぜα”豹鐙である，９から１５までの属はキジカクシ亜科であり，１６はそれに続いて位

置づけられるヤブラン亜科である， Ｒｏｗ吃れらはキジカクシ亜科とヤブラン亜科のかなりの植物か

ら， それぞれに多量のアゼチジン－２‐カルボン酸の存在を示している，

　

われわれの結果の中で， フクリンチトセラン（Ｓα“彩りＺｅｄα） では葉をはじめ各部分に， 著しい量

のアゼチジン‐２－カルボン酸が認められた点， シロシマセンネンボク（Ｃｏ〆吻ＺＺ”ｅ）の葉に普通量の

それが認められた点は， 彼らとは異なっている， しかしこのことは，Ｅｏ”〆〃”らは扱っていないトッ

クリラン（那ｏ”〃”）の葉にも少量のこのイミノ酸が認められたこと， ゲッカコウ（Ｐｏ加川彰ｓ）では

認められなかったことをもあわせ， 彼らがまとめようとした， このイミノ酸の分布と近緑の届との

間の関係について， かえってリュウケツジュ亜科で補足を加え，Ａｇｉα健などとの相違をも補う結果

になったようである． ただし， このイミノ酸の存在を葉に限定して， 分類との関係に言及すること

の意味は薄いように思われる．

　

薄層クロマトグラム上で， アゼチジン－２－カルボン酸の一部分ともみえる， ニンヒドリン反応陽

性物質１および１１について， １は完全にアゼチジン‐２－カルボン酸から分離することができた．１１

はブタノ」ルー酢酸－水での展開ではＲｆの差が小さく， 差のやや大きいフェノール－水での展開

では，Ｒｆが０．５に近く，繰り返しての展開によっても分離の効果は低かった．しかし，これも明らか

にアゼチジン－２‐カルボン酸とは別の物質である，

　

１および１１のクロマトグラム上の位置，つまりアゼチジン－２‐カルボン酸の近辺は，酸性，中性，
芳香族アミノ酸の位置とは全く離れる，塩基性アミノ酸やアミドに比べて，フェノール－水でのＲｆ

は１および１１が明らかに大きい．

　

ニンヒドリン反応後の稀塩酸噴霧や， 紫外線照射では， １および１１は環状イミノ酸に似た性質を

（４９）



１５８

　　　　　　　

渡部 ・俊夫・榊原

　

郁子・岡田恵美子・鶴田

　

幸三・伊藤佳代子・伊藤

　

英治

示した．

　

１はまた，塩酸により加水分解をうける点から一般のアミノ酸とは異なり，加水分解物
からみて，

アミドやオリゴペプチドとも考えにくい．
Ｆｏｗｄｅｎ７）はアゼチジン－２－カルボン酸が， 塩酸で加水分解されて環を開き， ホモセリン，γ‐アミ

ノーα－ヒドロキシ酪酸，γ－アミノーα－クロロ酪酸，α－アミノーγ－クロロ酪
酸の生成することを，ペー

パークロマトグラフィーを用いて確かめている． また生成物のうち， 塩素誘導体の二つは， ニン
ヒ

ドリンと反応して黄色のスポットになり， 時間の経過で褐色がかった色調を経て， 紫色に変わるこ

とを記している．

　

アゼチジン而２‐カルボン酸の６Ｍ塩酸での加水分解物を， 薄層クロマトグラフィーで分離した結

果（図４）から，γ－アミノーα－ヒドロキシ酪酸に該当するスポットがみられなかったのは，
用いた展

開溶媒の関係でホモセリンと分離しなかったものと考えられる．

　

１の加水分解物も， アゼチジン－２－カルボン酸のそれと似たクロマトグラムを与えた， 即ち， い

ずれにもともに黄ないし櫨色の大きさの違う幾つかのスポットがみられ， それらは皆時間の経過で

赤紫に変色した．

　

１については，適当な試料植物から十分な量を単離して，さらに検討を
加えることが必要である，

　

花期以前のマイヅルソウの各部分では， 例えば葉について図１に示したように， 著しく多量のア

ゼチジン－２‐カルボン酸に隣接して， プロリン， ピペコリン酸がともにやや大きめのスポットとし

て認められ， 環状イミノ酸部分で特徴的なクロマトグラムを形成した， 同様なクロマト
グラムはフ

クリンチトセラン， オモトの葉についても得られたが， これを特に意義づけることは難か
しそうで

ある．

要

　　

約

　

ユリ科植物の遊離アミノ酸分画の薄層クロマトグラフィ｝による検討の中から， アゼチジン‐２

ｍカルボン酸の分布を中心に， 環状イミノ酸の検出結果を報告した，

　

アゼチジン－２－カルボン酸のユリ科植物中での存在については，かなり以前にＦｏｗｄｅｎらが示し

ているが， フクリンチトセランの各部分にこのイミノ酸が顕著に含まれ， また， これ
と近い関係の

属にもその存在が認められた，

　

アゼチジン－２－カルボン酸が著しく含まれる植物に， このイミノ酸とクロマトグラム上で部分的

に重なる， 二つのニンヒドリン反応陽性物質の存在が認められた． そのうちの
一つは薄層クロマト

グラフィ」の応用で，完全にアゼチジン－２‐カルボン酸から分離できた，この物質は幾つかの
点で，

アゼチジン－２－カルボン酸に似た性質を示した，

試料植物の多種類をおわけいただいた北海道大学附属植物園の園長岡樫養三教授をはじめ皆様，

植物採取について貴重なご助言をたまわった同園辻井達一博士， 温室利用の便宜と試料植物各種を

いただき園芸植物についてのご指導をたまわった本学岩見沢分校吉田昭穂教授， 植物の分類および

採取に懇切なご指導をいただいた本学岩見沢分校芳賀卓助教授， 実地で植物採取のご指導をいただ

いた栗山町栗山小学校

　

長谷川正義教輸，岩見沢市上幌向中学校

　

小久保英夫教諭に深い感謝の意

を表します．
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ユリ科植物中の環状イミノ酸 １５９

文

　　

献

１） Ｒ．Ｍ，Ｚａｃｈａｒｉｕｓ，Ｊ．Ｆ，ＴｈｏーｍーｐｓｏｎａｎｄＦ．Ｃ，Ｓｔｅｗａｒｄ，Ｚ Ａ‐粥．Ｃ彰粥，Ｓｏｃ．，７４，２９４９（１９５２）．
２） Ｌ．Ｆｏｗｄｅｎ，入超カメβ（乙の２の”），１７６，３４７（１９５５）．

３） Ａ．１．ＶｉｒｔａｎｅｎａｎｄＰ，Ｌｉｎｋｏ，Ａｃ加 Ｃたの”，，Ｓｃα７２α，，９，５５１（１９５５），
４） Ｍ．Ｌ，ＳｕｎｇａｎｄＬ．Ｆｏｗｄｅｎ，Ｐ勿阿り物の明煽り′，７，２０６１（１９６８），
５） Ｌ ＦｏｗｄｅｎａｎｄＦ．Ｃ．Ｓｔｅｗａｒｄ，Ａ”””ＺｓｑｆＢｏ加”ッ，２１，５３（１９５７）．
６） Ｔ，Ｋａｓａｉ，Ｔ，Ｎｉｓｈｉｔｏｂａ，Ｙ，ＳｈｉｒｏｓｈｉｔａａｎｄＳ，Ｓａｋａｍｕｒａ，Ａｇ〆た．Ｂメメ，Ｃた８粥．，４８，２２７１（１９８４），
７） Ｌ．Ｆｏｗｄｅｎ，ＢＺＯ物のれ，ノ．，６４，３２３（１９５６），

（５１）


